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（１）審議概観

第190回国会において、本委員会は、「行

政評価等プログラムに関する件」、「政策

評価の現状等に関する件」、「行政評価・

監視活動実績の概要に関する件」及び「行

政の活動状況に関する件」等について調

査を行った。

なお、今国会においては、不適正行政

による具体的権利・利益の侵害の救済を

求めることを内容とする苦情請願は、付

託されなかった。

〔国政調査〕

４月４日、行政評価等プログラムに関

する件、政策評価の現状等に関する件及

び行政評価・監視活動実績の概要に関す

る件について高市総務大臣から説明を、

政府参考人から補足説明をそれぞれ聴い

た後、行政の活動状況に関する件につい

て高市総務大臣、塩崎厚生労働大臣、北

村経済産業大臣政務官、牧島内閣府大臣

政務官、宮内国土交通大臣政務官及び政

府参考人に対し質疑を行った。

質疑では、日本再興戦略におけるＫＰ

Ｉの設定・進捗管理などＧＤＰ600兆円達

成に向けたマネジメントの在り方、「中小

企業・小規模事業者海外展開戦略支援事

業」の行政事業レビューにおける外部有

識者の意見の反映状況、中小企業支援機

関の重複の解消など中小企業支援体制の

抜本的見直しの必要性、軽井沢スキーバ

ス事故を踏まえた貸切バスの安全確保対

策と行政評価・監視、厚生労働省職員の

汚職事件を踏まえた国家公務員の勤怠管

理の在り方、マイナンバーカードの交付

状況と総務省の今後の取組、ＤＶに伴う

住所非開示措置に対する改正行政不服審

査法の審理の在り方、「政策評価制度に関

する決議」（平成27年７月）の反映状況と

今後の取組、行政評価・監視の勧告を踏

まえた公共職業訓練の改善策、農林水産

省による全国のため池の点検状況と防

災・減災施策、厚生労働省による看護職

員の勤務実態把握と労働環境改善の必要

性、新たな専門医の養成を2017年度から

開始することの問題性、子宮頸がん予防

ワクチンの接種者全員への追跡調査と被

害者救済の必要性、ＴＰＰ協定により子

宮頸がん予防ワクチン接種勧奨中止に対



する賠償請求がなされる可能性などが取

り上げられた。

５月25日、行政の活動状況に関する件

について馳文部科学大臣、塩崎厚生労働

大臣、丸川環境大臣、とかしき厚生労働

副大臣、山本国土交通副大臣、三ッ林厚

生労働大臣政務官、北村経済産業大臣政

務官、佐藤農林水産大臣政務官及び政府

参考人に対し質疑を行った。

質疑では、過労死等の防止のための厚

生労働省の相談機関をワンストップ化す

る必要性、「過労死等の防止のための対策

に関する大綱」の目標値を日本再興戦略

においてＫＰＩとして位置付ける必要性、

「過労死等のゼロ」の観点からの中小企

業支援体制の見直し・強化、高校保健体

育啓発教材「健康な生活を送るために」

の記述・グラフの誤りの経緯、誤解を招

くとの批判のある高校保健体育啓発教材

の今後の取扱い、国連子どもの権利委員

会の勧告で指摘された「不登校」の原因

に対する文部科学省の取組、介護経験等

に応じた介護系公的職業訓練の充実及び

受講修了者の離職率の把握の必要性、雇

用保険の教育訓練給付制度への国庫負担

の導入、熊本地震に係るため池被害の着

実な復旧及びため池の防災･減災対策の一

層の促進、地下街等の安全対策に係る実

態調査に基づく勧告を踏まえた浸水対策

の推進、絶滅の危機に瀕している淡水魚

アユモドキの生息環境保全に国が責任を

持って取り組む必要性、2020年東京オリ

ンピック・パラリンピック招致活動にお

けるコンサルタントの関与の状況などが

取り上げられた。

（２）委員会経過

○平成28年４月４日(月)（第１回）

理事の補欠選任を行った。

行政監視、行政評価及び行政に対する苦情に

関する調査を行うことを決定した。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

行政評価等プログラムに関する件、政策評価

の現状等に関する件及び行政評価・監視活動

実績の概要に関する件について高市総務大臣

から説明を、政府参考人から補足説明を聴い

た。

行政の活動状況に関する件について高市総務

大臣、塩崎厚生労働大臣、北村経済産業大臣

政務官、牧島内閣府大臣政務官、宮内国土交

通大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

渡 美樹君（自民）、牧山ひろえ君（民進）、

山勇一君（民進）、新妻秀規君（公明）、

倉林明子君（共産）、山本太郎君（生活）

○平成28年５月25日(水)（第２回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

行政の活動状況に関する件について馳文部科

学大臣、塩崎厚生労働大臣、丸川環境大臣、

とかしき厚生労働副大臣、山本国土交通副大

臣、三ッ林厚生労働大臣政務官、北村経済産

業大臣政務官、佐藤農林水産大臣政務官及び

政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

渡 美樹君（自民）、神本美恵子君（民進）、

牧山ひろえ君（民進）、新妻秀規君（公明）、

倉林明子君（共産）、山本太郎君（生活）

○平成28年６月１日(水)（第３回）

行政監視、行政評価及び行政に対する苦情に

関する調査の継続調査要求書を提出すること

を決定した。


